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11 Abraham Kuyper, “Common Grace,” in Abraham Kuyper—A Centennial Reader, ed. 
James D. Bratt (Grand Rapids, Michigan/Cambridge U.K.: W. B. Eerdmans Publishing, 
1998), 165–201. Partly translated from A. Kuyper, De Gemeene Gratie, 3 vols 






















































的世界観」1937 年（『全集』第 9 巻、305 頁）でも強調している。しかし筆者は近年の解釈学
的哲学の発展の中で世界観を「主体が世界に読み取る意味の体系」として理解している（脚注
13 参照）。
16 拙論「日本文化の世界観」（宇田進編『神の啓示と日本人の宗教意識』[ 共立モノグラフ No.3] 
いのちのことば社、1989 年）。
17 Jürgen Moltmann, Erfahrungen theologischen Denkens: Wege und Formen christlicher 
Theologie, München: Gütersloher Verlagshaus, 1999.（ユルゲン・モルトマン、沖野政弘訳『神
学的思考の諸経験―キリスト教神学の道と形』新教出版社、2001 年）、Alister. E. McGrath, 














































































































































年版の「男女格差報告」（GGI）24 で日本は 135 か国中 101 位。例えば女性議員の割


























































































26 Abraham Kuyper の用語。拙著『公共の哲学の構築を目ざして』（教文館、2001 年）76 頁参照。
Ｐ・Ｓ・へスラム、稲垣久和・豊川慎訳『近代主義とキリスト教―アブラハム・カイパーの思
想』（教文館、2002 年）121 頁参照。リチャード・マウ『アブラハム・カイパー入門』133 頁参







































































リスト教世界観の進歩性を強調した。たとえば内村鑑三の墓碑銘に“I for Japan; 


























28 教皇庁正義と平和協議会、マイケル・シーゲル訳『教会の社会教説綱要 Compendium of the 










































　ピオ 11 世の 1931 年回勅「クワドラジェジモ・アンノ（40 周年）」を経て、消極



















学した。1909 年（明治 42 年）、彼が 21 歳のクリスマスに神戸新川のスラム街に入

































































































38 本カトリック内のカトリック社会問題研究所（隔月に『福音と社会』を発行）が 2013 年に 50






























































（Deus Caritas Est）であった 43。したがって現代においてプロテスタントもカトリ
ックも教会の活動のスタートが「神の愛」であることを確認している。























とで、これを ICF―四世界モデルと呼んだ 45（ICF ＝ International Classification 












1995 年、31 頁 [ 原著 1901 年 ]）。
45 拙著『実践の公共哲学』215 頁。
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寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制、このようなキリストの霊性によって生かさ
れること、ここから派生する「ケアの神学」の確立と実践によってこそ鎌倉仏教の
霊性が凌駕される、このように考える。
